
文化財建造物写真ガラス乾板の
デジタル・データ化

奈文研では、かつて文化庁建造物諜が保管していた文

化財建造物の写真Jゲラス乾板を約32.000枚所有 してい る。

写真は戦前から昭和30年代に撒J;与されたもので、なカ、

には11攻災等で焼失した主主物の写其、過去の修理前 ・修理

中の写真な E、現在てはみられない姿を撒影したものが

あり、 これら乾板は古jl、資料価値をもっている。 しかし、

乾板は当研究所に移された時点て二すでにガラスカr~ilJ れ

たり、 JJ莫而のキIJ離、銀化等、劣化が甚だしかった。現在

は空調設備の整った保管庫に保存しているものの、今後

とも乾板の劣化を完全にくいとめることは不可能である。

乾板の整迎 ・保管に際しては、台帳の作成1:IPJII寺に35

ミリ撮影をおこなって検索用アノレパムを作成した。現段

階ては、台帳 ・アノレパムを一般には公開していないが、

関係機関からの要前があれば、必要な写真の焼き付けを

提供している 。 焼き付けは、ガラス j~t板ヵ、らの密着焼き

付-けをおこなっ てい るが、ガラスがIl![弱なうえに、!京板

が凹ツ切もしくはキャピオ、サイズと大きしその作業を

慎重におこなっているものの、作業時における破損の危

険性が大きい。

このような状況のもと、将来的な乾板の劣化、 焼き付

け作業11寺の破損を回避するため、さらには、資料の公Br.J

ぞ目指して、カ、、ラス乾板のCD-ROM化に着手し、本年度

は約700枚の車在中反をデータイヒした。

画像データの保存形式は、現在広く 一般に利用されて

いるTIFF形式とし、l東板がすべてモノク ロ写Jlである

とこ ろから、 モノク ログレースケーノレ(角平像度は、フォ ト

CDの64ベース相当)が最適と判断した。今後、ハードや

ソフトが進化しで も、データはそのまま利用可能である。

テマジタノレデータから得られる精度の高い焼き付けは、

フィルム/:1:'，力したも のからのプリントである。フィノレム

を作成することによ って、大きなサイズ.への引きや11ばし

にも対応できる。 また、デジタノレデータからのプリンタ

ー出力についてむ、プリンターの性能に大言〈左右され

るが、レーザー露光熱現像転写方式のプリンターを使用

すれば、蒋現域が幸子二|ム狭 い ものの、)京板からのお~t き付け

に近い画質が得られる。 したがって、今後原板の劣化が
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上:乾板からの焼き付け

中:デジタルデータをフィルム出力したものからの焼き付け

下:デジタルデータからのプリンター出力したもの :プリンターはピク
トログラフィーを使用 (いすれも1/2縮小)

:iI主んでも、このデータが保存されている限りは半永久的

な資料となり得る。今後も 、こ の作業を継続し、データ

検索システムにのせたうえで、関係機関には公聞をおこ

ひって、資料要求にも応える予定である。
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